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無
駄
を
省
い
た
効
率
的
な
経
営
を

　伊
達
市
梁
川
町
五
十
沢
で
農
業
を
営
む
洋
平
さ

ん
。
高
齢
の
両
親
を
支
え
る
た
め
、
県
外
か
ら
地

元
に
戻
り
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
農

作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
も
日
々
勉

強
中
で
す
。

　農
業
は
始
め
た
ば
か
り
で
、
消
毒
の
薬
や
肥
料
の

使
い
方
な
ど
父
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
極
力
無
駄
を
省
き
計
画
性
を
持
っ
た

経
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
キ
ュ

ウ
リ
は
本
数
を
増
や
し
収
量
を
あ
げ
る
」「
モ
モ
は
よ

り
質
を
良
く
す
る
」
さ
ら
に
、「
休
み
は
し
っ
か
り
と

れ
る
よ
う
に
」
と
。
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
早
め
早

め
の
作
業
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　農
業
は
手
塩
に
か
け
た
分
い
い
モ
ノ
が
で
き
る
と

こ
ろ
が
良
い
面
。
消
毒
や
剪
定
な
ど
上
手
に
で
き
た

時
に
は
し
っ
か
り
成
長
し
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ

り
、
結
果
で
返
っ
て
く
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
の
目
標
は
、
現
状
維
持
で
効
率
を
上
げ
る
こ

と
。「
臨
機
応
変
に
」
と
い
う
曖
昧
な
状
態
を
少
な
く

す
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
と
り
数
字
で
表
し
、
分
析
し

て
出
し
た
確
実
な
方
法
で
農
業
経
営
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。

肉体に自信はあったが農業はけっこうキツイと話す洋平さん

モモ
Peach

　
ふ
く
し
ま
の
夏
を
代
表
す
る
果
実
「
モ
モ
」。
主
力
品
種
「
あ
か
つ
き
」
は
果

汁
が
多
く
み
ず
み
ず
し
い
人
気
の
品
種
で
す
。
モ
モ
は
様
々
な
品
種
が
栽
培
さ

れ
て
い
て
、
６
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
食
物
繊
維
の
中
で
も
、
水
溶
性
食
物
繊
維
で
あ
る
ペ
ク
チ
ン
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
整
腸
作
用
や
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
脂
質
や
糖
な
ど
を
吸
着
し
て
体
外
に
排
出
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

伊達地区／伊達市梁川町

宍戸  洋平 さん（36歳）
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ドローンで見るふくしま未来

お知らせ

クロスワードパズル

家庭菜園のススメ

今月の直売所出荷者さん
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旬な

農産物

若手生
産者

表紙の
人

就農 3 年目
栽培品目・面積
モモ 70ａ、キュウリ 20ａ、
あんぽ柿 90ａ、水稲 170ａ
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笑顔溢れるサービスで暮らしを支えます

福祉用具貸与・販売

ＪＡふくしま未来の介護福祉事業所紹介

特集①

　ＪＡふくしま未来では、利用者が住み慣れた地域で自分らしい生活を継続できるよう、自立支援・重度化
防止の取り組みを行い、利用者が安心して介護福祉サービスを受けられるよう取り組んでいます。
　介護職員への資格取得奨励や研修会への参加促進等、地域の在宅介護を支えるため質の高い介護・福祉
サービスの向上に努めています。
　今回の特集では、ＪＡふくしま未来が運営する介護・福祉事業所を紹介します。

　車いすや特殊ベッド、歩行器などのレンタル
を行っております。その他、腰掛便座、特殊尿器、
入浴補助用具、簡易浴槽、移動用リフトのつり
具部分の販売や住宅改修なども承ります。

　ケアマネジャーが常駐しており、居宅サー
ビス計画（ケアプラン）の作成や介護に関す
る相談、必要なサービスの連絡や調整をい
たします。
　経験豊富で、親切なケアマネジャーが揃っ
ています。お気軽にご相談ください。

通所介護
（デイサービス）

　入浴や食事等の提供とその介護、そ
の他、日常生活上の世話及び機能訓練
などのサービスを提供いたします。

ＪＡの福祉事業関連会社

お気軽にお問い合わせください

９月より移転します
社会福祉法人ジェイエイ新ふくしま福祉会　アグリホーム
　ご利用者様から愛され親しまれ、尊重し合い、可能な限
り居宅において自立した日常生活を営むことが出来るよう
なサービスの提供に尽力いたします。

【介護プランセンターかわまた】が
ＪＡ川俣飯野営農センター２階へ
【介護レンタルステーション】
【ヘルパーステーションかわまた】が
ＪＡ飯野支店１階へ移転します。

福島県厚生農業協同組合連合会居宅介護支援事業所　コクーン
　ＪＡの組織力を通じ広域のサービスを提供しています。
医療依存度の高い利用者にも対応できます。

介護福祉事業課　０２４－５６３－３０４７ （福島地区）０２４－５６５－３２００　（伊達地区）　０２４－５７５－０１０４
（安達地区）０２４３－２４－６２１１　（そうま地区）０２４４－４６－２００７

【居宅介護支援】
介護プランセンターかわまた　　０２４－５６５－３２００
居宅介護支援事業所だて　　　　０２４－５７５－０３２２
居宅介護支援事業所もとみや　　０２４３－２４－１１８４
居宅介護支援事業所にほんまつ　０２４３－２２－１００１
居宅介護支援事業所そうま　　　０２４４－４６－５０６７

【訪問介護】
ヘルパーステーションかわまた　０２４－５３８－２４３０
訪問介護事業所にほんまつ　　　０２４３－２４－７６３０
ヘルパーステーションほほえみ　０２４－５７５－０２６０
訪問介護事業所そうま　　　　　０２４４－４６－５０３７

【通所介護】
デイサービスセンターもとみや　０２４３－２４－６２００
【福祉用具貸与・販売】
介護レンタルステーション　　　０２４－５３８－１１２３

【歯科診療】
歯科医院もとみや　　　　　　　０２４３－２４－７９８０

デイサービスセンター　　　　　０２４－５５５－３５０３
指定居宅介護支援事業所　　　　０２４－５５５－３５０５

【アグリホーム】
法人本部　　　　　　　　　　 ０２４－５５５－３５０３
ヘルパーステーション　　　　　０２４－５５５－３５０３
吾妻東地域包括支援センター　　０２４－５５５－３５２２
【コクーン】　　　　　　　　　  ０２４－５８１－２８００

デイサービスの
１日

お送り

おやつ・
休憩

機能訓練・
レクリエーション 入浴

昼食・休憩

お迎え

体調
チェック

9月からはこちらの番号にお掛け下さい。

歯科診療

居宅介護支援 訪問介護
　在宅での身体介護や生活援助の支援を行い、
サービスを提供いたします。ご自宅での生活をＪＡ
訪問介護員が全面サポート。
　ご利用者様の身の回りのことを親身になって介
護させていただきます。
身体介護サービス
●オムツ交換　●身体整容
●食事・入浴・排泄介助
●清拭・移動・移乗介助
●自立支援のための見守り

etc.

生活援助サービス
●掃除　●洗濯
●調理　●配下膳
●買い物

etc.

●一般外来  ●訪問診療  ●無料送迎サービス
　最新の設備を備え、虫歯・入れ歯・歯周病
の治療、クリーニングなどお子様からお年寄
りまで、どなたでも受診できます。
　訪問診療は身体的理由で歯科医院への通院
が困難な方のためのサービスです。自宅や入
院先、介護入所施設に歯科医師が訪問して治
療いたします。

【介護レンタルステーション】
　024-572-7717
【ヘルパーステーションかわまた】
　024-573-1140
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みら いの
フォトコン  テスト開催

応募
期間

テーマ

応募方法

モモ
８月12日木  ～９月12日日
2021年

モモの花、モモを使ったスイーツ　など、モモに関する写真をご応募
ください。今年に限りませんので　どしどしご応募ください♪

現像した写真やコピー出力した写真と写真の説明やコメント、必要
事項（郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号）を記載の上、下記
宛先へ郵送ください。

※1回の応募で1点とさせていただ　きますが、何度でもご応募ください！

〒960－0185　福島県福島市北矢野目字原田東１－１
ＪＡふくしま未来　広報課「みらいのフォトコンテスト係」

題　名　「みらいのフォトコンテスト応募」
本　文　写真の説明やコメントと必要事項（郵便番号、
　　　　住所、氏名、年齢、電話番号）を
　　　　記載の上、写真を１枚添付しご応募ください。
送り先　watanabe-ru@ja-f-mirai.or.jp
　　　　　右記ＱＲコード読み取りでもメールが送れます。

郵送での応募 メールでの応募

お送りいただいた写真から組合長賞１点、みらいろ賞３点、桃之介賞５点を選出いたします。　　選ばれた方にはJAふくしま未来オリジナル６次化商品や農畜産物をプレゼント♪10月号でご紹介させていただきます。

※みらいのフォトコンテストの詳細につきましては、JAふくしま未来ホームページ「みらいの　 フォトコンテスト」をご覧ください

特集②
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　須田さんは、モモを50ａ栽培して

います。日川白鳳から始まり、あかつ

き、まどか、川中島白桃と品種のリ

レーが続きます。

J
-F
A
P

ふ
く
し
ま
魅
力
発
見 vol.

06

ふ
く
し
ま
の

お
い
し
い

楽
し
い

届
け
ま
す

J-FAP（ジェイ ファップ）は、
JAふくしま未来の職員で構成されたPR
チーム。「JAふくしま未来農産物PR」
という意味の英語「JA FukushimaMirai 
AgriculturalProducts PublicRelations」
が由来です。管内の農産物の魅力をお
届けする中で、生産者や消費者と良好
な関係づくりを目指していきます！

伊達市でモモを生産
している須田民子さん
に旬のモモの魅力を聞
いてきました。

Ｊ-ＦＡＰ

桃子
もも こ

今年の生育状況はどうで

すか？

適度な雨があったため、

大きくて甘みがたくさん

詰まっています。

Q

A

おいしい見分け方を教え

てください。

赤くてふっくらとした丸

い桃、そして香りが強い

モモがおいしいです。

Q

A

栽培のこだわりを教えてください。Q

大勢の方においしいと言ってもらえるモモ

を作るために収穫寸前まで気を抜かずに

作っています。

A

須田さん、いつもおいしいモモを生産
していただきありがとうございます。
これからもよろしくお願いします！

YouTube「みらいろチャンネル」

★農家におじゃまします！
★J-FAPクッキング
動画公開中！ご覧ください。

モモ （計550g） ･･･････2個
レモン汁 ･･････････大さじ1
ホイップクリーム
生クリーム ･････････ 150ml
グラニュー糖 ･･････････10g
ジュレ
（A）レモン汁･････小さじ1
（A）グラニュー糖･･････5g
粉ゼラチン5g
水 （ふやかす用） ･･･大さじ1

ミント (飾り用) ･･･････適量

材料（1人前（300ml パフェグラス））

まるごとモモの
　　　贅沢パフェ

　作り方
準備. モモは皮ごと洗っておきます。
❶鍋にお湯を沸かし、モモを入れ30秒たったら冷水に
浸し皮をむき水気を切ります。
❷ボウルに水、粉ゼラチンを入れて混ぜ合わせ10分お
きます。
❸モモの1つは種を取り除き、撹拌しやすい大きさに切
ります。
❹ミキサーに❸と（A）を加え、ピュレ状になるまで撹拌
し、鍋に移します。
❺耐熱性のヘラで混ぜながら中火にかけ、ひと煮立ち
したら火から下ろし❷を加え混ぜ合わせ、ゼラチン
がしっかり溶けたらバットに流し込み、ラップをし
て冷蔵庫で60分冷やし固めます。
❻ホイップクリームを作ります。ボウルに生クリー
ム、グラニュー糖を入れハンドミキサーで混ぜ合わ
せ8分立てにします。
❼残りのモモは包丁で切り込みを入れて1cm幅に切った
ら種を取り除き、レモン汁をまぶします。
❽パフェグラスに❺❻の順に2回重ね入れ、❼とミント
を添えてできあがりです。

Ｊ-ＦＡＰポイント★
モモには疲労回復
効果があるクエン酸
が含まれています。
美味しいモモを
食べて夏を乗り
越えましょう！

J-FAP
クッキング
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6
月
中
旬
か
ら
7
月
中
旬
に

か
け
て
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

2021

6-7
month

ト
ピ
ッ
ク
ス

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

要
望
を
吸
い
上
げ
て
自
己
改
革
の
実
践

に
活
か
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１
７
年
度
か

ら
開
始
。
20
年
度
ま
で
に
１
，０
７
５

人
の
生
産
農
家
と
の
対
話
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
21
年
度
は
認
定
農
業
者
や
農

業
法
人
、
部
会
役
員
な
ど
約
１
８
０
人

へ
の
訪
問
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

吾
妻
営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
意
見

交
換
会
で
は
、
宝
槻
直
志
専
務
と
同
セ

ン
タ
ー
長
沢
憲
一
セ
ン
タ
ー
長
、
同
セ

ン
タ
ー
の
営
農
指
導
係
の
緑
川
幹
隆
さ

ん
が
福
島
市
の
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
農
家　

佐
々
木
美
花
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
今
年
か
ら
キ
ュ
ウ
リ

栽
培
を
始
め
た
新
規
就
農
者
。
宝
槻
専

務
は
佐
々
木
さ
ん
か
ら
栽
培
に
関
す
る

苦
労
や
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

Ｊ
Ａ
の
部
会
活
動
へ
の
参
加
や
助
成
事

業
の
活
用
を
す
す
め
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
指
導
員
が
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ

て
い
る
。
今
後
他
の
品
目
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

組
合
長
や
専
務
な
ど
の
常
勤
役
員
に

よ
る
、
生
産
者
と
の
意
見
交
換
訪
問
を

始
め
ま
し
た
。
認
定
農
業
者
な
ど
の
中

核
的
担
い
手
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
の
取
り
組

み
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
意
見
・

　
管
内
産
モ
モ
の
早
生
品
種「
は
つ
ひ
め
」

の
初
競
り
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
特
秀

16
玉
５
㎏
箱
２
ケ
ー
ス
が
そ
れ
ぞ
れ

10
万
円
で
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
市
公
設
卸
売
市
場
の
福
島
中
央

青
果
卸
売
㈱
の
セ
リ
台
で
開
か
れ
た
初

競
り
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
や
当
Ｊ
Ａ
、

福
島
県
く
だ
も
の
消
費
拡
大
委
員
会
、

２
０
２
１
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク

ル
ー
な
ど
が
参
加
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
生
産
農
家
は

一
つ
で
も
多
く
出
荷
し
た
い
と
毎
日
農
作

業
に
励
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
全
国
の
消
費
者
に
届
け

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
福
島
中
央
青
果
の
池
田
進
二

代
表
取
締
役
社
長
に
よ
り
は
つ
ひ
め
の

競
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

7月1日

５
㎏
10
万
円
で
取
り
引
き

早
生
モ
モ「
は
つ
ひ
め
」初
競
り

▲�はつひめの競売

▲�あいさつをする数又組合長㊥

▲�意見を交わす宝槻専務㊧

7月9日

自
己
改
革
実
践

生
産
農
家
と
意
見
交
換
会

　

二
本
松
市
立
安
達
太
良
小
学
校
の
児

童
が
、
校
外
学
習
で
安
達
地
区
管
内
の

農
家
高
宮
文
作
さ
ん
の
ほ
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

同
校
で
は
社
会
科
の
授
業
で
市
内
の

農
家
で
働
く
人
々
の
様
子
や
生
産
す
る

た
め
の
工
夫
な
ど
を
学
習
し
て
い
て
、

昨
年
度
か
ら
高
宮
さ
ん
が
児
童
ら
に
体

験
学
習
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

高
宮
さ
ん
は
「
子
供
達
に
美
味
し
い

野
菜
で
味
覚
を
育
て
て
も
ら
う
た
め
、

野
菜
農
家
と
し
て
食
農
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
方
式
で
わ
か
り
や
す
く

農
家
の
お
仕
事
学
ぶ

6月23日

▲�はつひめ初共選

6月25日

出
荷
シ
ー
ズ
ン
迎
え
る

モ
モ
共
選
開
始

▲�玉串を奉納する濱田賢次専務

▲�ジャガイモの花で品種を教える高宮さん㊨

▲�鍬入れをおこなう門馬和夫南相馬市長

　

伊
達
地
区
管
内
で
今
年
最
初
の
モ
モ

の
共
選
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
地

区
で
は
今
年
度
４
，０
７
６
ｔ
の
出
荷

を
計
画
し
て
お
り
、
京
浜
市
場
を
中
心

に
北
海
道
、東
北
、関
西
へ
出
荷
し
ま
す
。

　

こ
の
日
出
荷
し
た
の
は
モ
モ
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
「
は
つ
ひ
め
」。
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
で
、
早
生
品
種
と
し
て
は

大
玉
で
果
汁
も
多
く
香
り
も
豊
富
。
管

内
で
は
霜
の
影
響
で
着
果
量
が
少
な
い

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
農
業
復
活

に
力
を
入
れ
る
Ｊ
Ａ
管
内
の
南
相
馬
市

小
高
区
に
園
芸
団
地
の
建
設
が
始
ま
り

ま
す
。

　

管
内
で
水
稲
経
営
を
再
開
す
る
農
家

の
作
業
負
担
軽
減
や
、
新
た
に
園
芸
作

物
生
産
に
取
り
組
む
農
家
の
生
産
意
欲

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

施
設
は
小
高
園
芸
団
地
地
域
営
農
支

援
施
設
整
備
事
業
の
一
環
で
南
相
馬
市

が
建
設
し
、
完
成
後
の
管
理
運
営
は
Ｊ

Ａ
が
行
い
ま
す
。
水
稲
育
苗
播
種
機
や

キ
ュ
ウ
リ
の
選
果
機
な
ど
を
備
え
る
集

工
事
の
安
全
願
い
祈
願
祭

南
相
馬
市
小
高
区
に
大
規
模
園
芸
団
地

7月7日

出
荷
複
合
施
設
棟
１
，８
２
０
㎡
と
約

３
５
，６
４
０
箱
（
約
２
６
０
ha
分
）

の
水
稲
苗
の
育
苗
及
び
年
間
２
４
０
ｔ

の
キ
ュ
ウ
リ
生
産
を
行
う
３
連
棟
鉄
骨

ハ
ウ
ス
５
棟
、
単
体
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
38

棟
で
１
７
，８
０
０
㎡
、
管
内
で
は
最

大
の
施
設
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
２
年

2
月
に
完
成
予
定
で
4
月
か
ら
の
稼
働

を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
「
日
本
一
の
夏
秋
キ
ュ
ウ

リ
産
地
継
続
構
想
」
に
基
づ
き
、
基
幹

品
目
で
あ
る
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
拡

大
を
進
め
る
他
、
営
農
再
開
区
域
で
の

水
稲
栽
培
振
興
を
図
り
ま
す
。

も
の
の
、
色
づ
き
、
玉
張
り
共
に
良
く
、

十
分
な
甘
み
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
９
月
末
ま
で
モ
モ
の
リ
レ
ー

が
続
き
ま
す
。
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

　

旬
の
ひ
ろ
ば
直
売
部
会
の
今
野
秀
幸

部
会
長
は
「
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
販
売

は
多
く
の
人
へ
Ｐ
Ｒ
に
な
る
。
今
後
も
相

馬
地
方
の
新
鮮
な
野
菜
を
多
く
の
人
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
あ
る
お
花
で
ど

ん
な
も
の
を
作
る
か
考
え
る
の
が
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
「
旬
の
農
産
物
詰
合

せ
セ
ッ
ト
」・「
福
島
牛
詰
合
せ
セ
ッ
ト
」・

「
麓
山
高
原
豚
詰
合
せ
セ
ッ
ト
」
を
特

別
感
謝
価
格
で
販
売
。
そ
の
他
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
の
販
売
や
野
菜
詰
め
放

題
、
食
農
活
動
と
し
て
小
学
生
以
下
を

対
象
と
し
た
、
野
菜
輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー

等
を
企
画
。
ま
た
、
同
店
で
２
，

０
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
お
客
様

に
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
お
届
け
し
ま
し

た
。

　

隔
日
営
業
開
始
に
向
け
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
信
用
事
業
に
携
わ
る

Ｊ
Ａ
支
店
で
隔
日
営
業
を
行
う
の
は
全

国
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
ま
で
の
拠
点
、
施
設

再
編
を
目
指
し
、
21
年
度
か
ら
段
階
的

に
進
め
る
計
画
で
、
21
年
度
は
店
舗
機

能
の
再
編
と
し
て
隔
日
営
業
、
効
率
化

店
舗
、
営
業
時
間
短
縮
等
効
率
的
運
営

店
舗
を
導
入
し
、
業
務
の
見
直
し
・
改

善
を
行
い
ま
す
。

　

7
月
、
対
象
店
舗
の
管
内
で
全
組
合

員
に
向
け
た
利
用
者
説
明
会
を
開
催
。

数
又
清
市
組
合
長
は
「
永
続
的
に
活
用

で
き
る
場
所
を
目
指
す
。
地
域
組
織
と

協
力
し
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

▲あいさつする数又組合長

▲�修正摘果を実演する樅山さん

　

当
Ｊ
Ａ
と
福
島
県
や
Ｊ
Ａ
福
島
五
連

は
、
福
島
県
産
農
産
物
販
売
促
進
の
た

め
、
大
阪
・
東
京
の
市
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
繋
ぎ
令
和
３
年
産
モ
モ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
モ
モ
の
出
荷
状
況
は
約

４
６
４
ｔ
（
７
月
13
日
現
在
）。
単
価

7月13日

令
和
３
年
産
モ
モ　
大
阪・東
京
へ
Ｐ
Ｒ

オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

福
島
地
区
は
「
農
の
達
人
」
に
よ
る

モ
モ
の
栽
培
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
生

産
者
約
50
人
が
参
加
。

　

農
の
達
人
は
、
豊
富
な
知
識
や
技
術

を
持
つ
中
核
農
家
。
当
Ｊ
Ａ
が
作
物
別

営
農
技
術
員
と
し
て
委
嘱
す
る
も
の
で
、

生
産
者
へ
の
実
践
的
な
指
導
や
Ｊ
Ａ
営

農
指
導
員
の
補
助
指
導
を
担
い
、
営
農

指
導
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
同
講
座
を
担
当
し
た
の
は
、
農

の
達
人
の
樅
山
和
一
郎
さ
ん
。
樅
山
さ

ん
は
修
正
摘
果
を
実
演
し
な
が
ら
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

7月2日
修
正
摘
果
を
指
導

「
農
の
達
人
」モ
モ

「
あ
か
つ
き
」栽
培
講
座

7月5日

拠
点・施
設
再
編
目
指
す

隔
日
営
業
に
向
け

取
り
組
み
開
始

　

農
産
物
直
売
所
み
ら
い
百
彩
館
ん
め

～
べ
で
「
農
家
応
援
・
み
ら
い
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
。
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、

賑
わ
い
を
見
せ
た
２
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
恒
例
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
入
店
者
を
制
限

す
る
な
ど
万
全
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
講
じ
、
さ
ら
に
例
年
よ
り
規
模
縮
小

で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
お
か
げ
さ
ま

で
『
ん
め
～
べ
』
は
12
周
年
を
迎
え
た
。

地
域
の
元
気
が
何
よ
り
大
切
。
工
夫
・

改
良
し
な
が
ら
運
営
を
す
す
め
て
い
く
」

ふ
く
し
ま
の
旬
を
召
し
上
が
れ
!!　
大
賑
わ
い
で
開
催

農
家
応
援
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

7月10日

は
昨
年
比
約
１
１
０
％
で
推

移
し
て
い
て
、
好
調
な
販
売

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
達
市
保
原
町
の
Ｊ
Ａ
東

部
広
域
共
選
場
で
行
っ
た

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
は
、
内

堀
雅
雄
福
島
県
知
事
、
菅
野

孝
志
五
連
会
長
、
数
又
清
市

組
合
長
、
伊
達
地
区
も
も
生

産
部
会
大
槻
栄
之
部
会
長
が

福
島
か
ら
の
中
継
に
出
演
。

３
年
産
モ
モ
の
生
育
状
況
や

集
荷
状
況
、
産
地
の
取
り
組

み
を
話
し
ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
は
、
大
阪
２
社
、

東
京
６
社
の
市
場
の
卸
業
者

が
出
演
し
、
３
年
産
の
取
扱

い
状
況
に
つ
い
て
説
明
。「
家

庭
内
需
要
が
多
く
、
商
品
販

売
に
つ
い
て
心
配
は
な
い
。

福
島
の
生
産
者
の
想
い
が
届

く
よ
う
な
販
売
を
す
る
」
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
槻
部
会
長
は
「
早
生
モ
モ
が
良
い

経
過
で
進
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
美
味

し
い
モ
モ
を
届
け
た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
の
農
産
物
直
売
所
「
旬

の
ひ
ろ
ば
」と「
ふ
れ
あ
い
旬
の
ひ
ろ
ば
」

は
、
常
磐
自
動
車
道
南
相
馬
鹿
島
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
で
合

同
販
売
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

販
売
会
は
管
内
の
農
産
物
や
加
工
品

の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
相
馬
地
方
直
売
所
連

絡
協
議
会
が
主
催
。
特
設
会
場
で
は
相

馬
地
方
の
直
売
所
３
店
舗
が
朝
採
り
の

新
鮮
な
野
菜
や
花
卉
な
ど
を
特
別
価
格

で
販
売
し
ま
し
た
。

地
場
産
新
鮮
野
菜
を
広
く
Ｐ
Ｒ

直
売
所
合
同
販
売
会

7月4日

▲�農家応援みらいフェスタ開催

▲�野菜詰め放題を楽しむ利用者

6月16日

心
を
育
て
る
授
業

学
校
教
育

支
援
事
業「
花
育
」

▲�いけばなに挑戦する児童
▲�農産物を買い求める利用者

　
Ｊ
Ａ
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
む「
花
育
」

の
令
和
３
年
度
第
１
回
目
の
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
学
校
教
育
支
援
事
業
の
一

貫
で
、
今
年
度
11
年
目
を
迎
え
ま
す
。

年
々
学
校
数
を
増
や
し
、
３
年
度
は
管

内
87
の
小
学
校
３
，
４
３
６
人
を
対
象

に
実
施
。
な
お
伊
達
地
区
で
は
、
管
内

の
全
18
の
小
学
校
が
実
施
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
場
産
の
花
材
を
使
用
し
い
け
ば
な

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
花
の
地
産
地
消

の
Ｐ
Ｒ
や
命
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み

ま
す
。

▲�意気込みを話す大槻部会長㊧
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

部
長
ら
が
訪
問
。
須
田
本
部
長
が
「
今

年
も
美
味
し
い
モ
モ
が
で
き
た
。
皆
さ

ん
で
食
べ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

代
表
園
児
6
人
に
「
暁
星
」
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が

毎
年
７
月
第
１
土
曜
日
に
定
め
る
「
国

際
協
同
組
合
デ
ー
」。
Ｊ
Ａ
で
は
毎
年
、

国
際
協
同
組
合
デ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
直
売
所
を
軸
と
し
た
取
り
組
み
を
展

開
し
、
利
用
客
や
地
域
住
民
に
Ｊ
Ａ
や

協
同
組
合
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
農
産
物
直
売
所
全
11
店
舗
で
、

国
際
協
同
組
合
デ
ー
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
店
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

す
る
ほ
か
、
国
際
協
同
組
合
デ
ー
の
解

説
が
入
っ
た
米
の
小
袋
を
作
成
。
同
日
、

農
産
物
直
売
所
で
１
，０
０
０
円
以
上
お

買
い
上
げ
の
方
に
、
精
米
３
０
０ｇ
入
り

の
小
袋
を
計
２
，２
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

直
売
所
で
Ｐ
Ｒ

▲�調理を楽しむ参加者

▲�作品作りを行なう部員

▲�飲料水キャンペーン抽選会

▲�利用客へ国際協同組合デーをPR

　

農
作
業
事
故
防
止
に
よ
る
熱
中
症
予

防
の
た
め
、
組
合
員
向
け
に
飲
料
水

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
５
ケ
ー
ス
以

上
の
購
入
者
を
対
象
に
し
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
抽
選
会
を
本
店
で
開
き
、
33
人
の
当

選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
20
種
類
以

上
あ
る
商
品
の
中
か
ら
５
ケ
ー
ス
以
上

を
購
入
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
ペ

ア
宿
泊
券
が
８
人
、
福
島
牛
焼
肉
用

セ
ッ
ト
が
９
人
、
麓
山
高
原
豚
焼
肉
用

セ
ッ
ト
が
16
人
に
当
た
る
も
の
。
８
，

５
４
８
ケ
ー
ス
の
購
入
が
あ
り
、
抽
選

対
象
者
は
８
４
７
人
で
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
数
又
清
市
組
合
長
と

濱
田
賢
次
専
務
、
佐
藤
博
元
常
務
が
厳

正
な
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。

7月8日

抽
選
で
33
人
が
当
選

飲
料
水
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
抽
選
会

7月3日

国
際
協
同
組
合
デ
ー

　

女
性
部
安
達
地
区
二
本
松
総
合
支
部

は
、
家
の
光
の
記
事
を
活
用
し
た
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
フ
レ
ー
ム
作
り
教
室
を
二

本
松
支
店
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
教

室
に
は
部
員
14
人
が
参
加
。
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
や
グ
ル
ー
ガ
ン
を
使
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
作
品
を
作
り
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
支
部
の
渡
辺
嘉
子
部
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
様
々
な
工
夫
を
し
て
や
っ
と
開

催
で
き
た
事
を
嬉
し
く
思
う
。
作
品
を

自
宅
に
飾
っ
て
癒
さ
れ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

作
品
飾
っ
て
癒
さ
れ
て

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
フ
レ
ー
ム
作
り

6月23日 6月19日

伊
達
地
区
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

親
子
で
果
実
酢
・
果
実
酒
作
り

　

伊
達
地
区
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
は
Ｊ
Ａ
み
ら
い
ホ
ー
ル
や
な
が
わ

で
「
果
実
酢
・
果
実
酒
作
り
」
を
行
い

ま
し
た
。
親
子
参
加
型
で
地
元
の
食
材

を
使
用
し
、地
産
地
消
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
地
元
国
見
町
の
あ
ん
ず
を
使

用
し
あ
ん
ず
酒
と
、
パ
イ
ン
や
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
果
実
酢
を
作
り
ま

し
た
。
あ
ん
ず
酒
は
約
３
か
月
、
果
実

酢
は
約
１
週
間
後
飲
み
頃
を
迎
え
ま
す
。

▲�稲の管理法を説明する国井部会長㊧

▲�須田本部長㊧から桃を受け取る園児

　

福
島
市
立
吾
妻
中
学
校
は
今
年
度
、

バ
ケ
ツ
稲
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
物
を
育
て
食
す
る
こ
と
で
食
と
農
へ

の
関
心
を
高
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
通

し
て
ふ
く
し
ま
の
農
業
復
興
を
目
指
す

こ
と
を
学
習
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

吾
妻
中
学
校
の
２
年
生
70
人
は
、
吾

妻
水
稲
専
門
部
会
吾
妻
支
部
の
国
井
喜

四
三
部
会
長
と
吾
妻
営
農
セ
ン
タ
ー
営

農
指
導
係
の
緑
川
幹
隆
さ
ん
か
ら
、
バ

ケ
ツ
稲
作
り
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
の
管
理
の
注
意
点
や
害

虫
、
雑
草
と
の
見
分
け
方
な
ど
、
生
徒

か
ら
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
国
井
部

会
長
ら
は
稲
の
管
理
法
に
つ
い
て
指
導

し
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
の
農
業
復
興
目
指
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
習

「
バ
ケ
ツ
稲
作
り
」

7月14日 7月15日

美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
て

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
へ

旬
の
モ
モ
贈
呈

▲�『家の光』長期愛読者拡大実績表彰

▲�JA女性部活動体験発表で最優秀賞に輝いた菅野さん

　

伊
達
地
区
本
部
は
、
管
内
の
幼
稚
園

な
ど
に
、
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
た
モ
モ

３
９
４・１
㎏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
旬
の
味
を

地
域
社
会
に
提
供
し
「
農
と
の
共
生
」

と
「
地
元
農
産
物
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
」

を
目
的
に
、
食
の
大
切
さ
や
食
料
生
産

を
支
え
る
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
旬
を
迎
え
る
農
産
物
を
毎

年
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

伊
達
こ
ど
も
園
に
は
同
地
区
の
須
田

晃
一
本
部
長
、
高
橋
弘
営
農
経
済
担
当

　

令
和
３
年
度
福
島
県
家
の
光
大
会
が

パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
福
島
女
性
部
協
議
会
の
千
枝
浩
美

会
長
は
「『
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

よ
う
』
を
合
言
葉
に
女
性
部
な
ら
で
は

の
力
を
発
揮
し
て
き
た
年
。
今
後
も
工

夫
し
た
活
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
表
彰
と
し
て

「
生
活
文
化
活
動
優
績
組
織
表
彰
」、
Ｊ

Ａ
表
彰
と
し
て
「『
家
の
光
』
長
期
愛

読
者
拡
大
実
績
表
彰
」
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 菅

野
さ
ん
最
優
秀
賞

令
和
３
年
度
福
島
県
家
の
光
大
会

7月2日

　
「
家
の
光
記
事
活
用
発
表
」
に
は
、

そ
う
ま
地
区
の
島
と
も
子
さ
ん
と
、
伊

達
地
区
の
齋
藤
ミ
ド
リ
さ
ん
が
出
場
。

部
員
ら
は
手
作
り
の
横
幕
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
た
う
ち
わ
な
ど
を
手
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
体
験
発
表
」
に

は
、
福
島
地
区
の
佐
藤
洋
子
さ
ん
、
安

達
地
区
の
菅
野
ま
ゆ
み
さ
ん
が
出
場
。

結
果
は
、
家
の
光
記
事
活
用
発
表
で
齋

藤
さ
ん
が
優
秀
賞
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動

体
験
発
表
で
菅
野
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、

福
島
県
代
表
と
し
て
東
北
・
北
海
道
地

区
大
会
に
出
場
と
な
り
ま
す
。
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適期刈取について
１．水管理

（１）落　水　　※早すぎないように
  　・落水の目安は出穂後30～35日です。
  　・�落水が早過ぎると…�①�玄米の肥大が悪くなり、腹

白米・着色米・茶米が多く
なります。

　　　　　　　　　　 ②胴割米の発生が多くなります。

２．適期刈取（判断方法）
（１）穂の状態を見て判断
 　　�穂の籾黄化率85～90％で、籾軸の3割程度に緑

色が残っており、1穂の中に13～15粒の生青が残っ
ている時期

（２）出穂後の積算気温により判断
　　 �積算気温(出穂後の日平均気温の合計)が、ひとめ

ぼれ950℃、コシヒカリ1,000～1,050℃の時期
（３）≪注意≫　収穫遅れによる「胴割粒」の発生
　　�適期収穫のため、早めの収穫作業準備をお願いし

ます。
　※�この目安は、品種・地域・籾数・登熟条件により

変わります

３．収穫時の留意事項
（１）�朝露が消える午前10時以降を目安に、クサネム

の混入や刈刃の高さに注意し土砂が混入しないよ
うに収穫作業を行ってください。

（２）�倒伏した稲の収穫�  
完全倒伏した稲は、穂に土壌が付着したり小石が
混入する恐れがありますので、別刈りしてください。

営農情報

栽培講座水稲

将
来
展
望

　

農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
離
農
が
続
く

中
、
高
宮
さ
ん
は
専
業
農
家
、
兼
業
農
家
、

非
農
家
が
協
力
し
て
一
体
と
な
っ
て
地
域

の
環
境
を
守
っ
て
い
く
事
が
一
番
の
目
標

と
話
し
ま
す
。

　

農
繁
期
に
雇
用
す
る
の
で
は
な
く
、
仲

間
と
し
て
農
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
農
業
に
対
す
る
理
解
が
よ
り
一
層
深

ま
り
強
い
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
も
新
し
い
事
へ
積
極
的
に
挑
戦

し
、
地
域
の
農
業
を
絶
や
さ
な
い
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
二
本
松
市
原
セ
地
区
は
二
本
松
市
の
南
西
に
位
置
し
、
西
に
安
達
太
良
山
を
望
む
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

　
今
回
は
、
地
域
で
水
稲
栽
培
に
取
り
組
む
原
セ
東
部
営
農
組
合
を
紹
介
し
ま
す
。

原は
ら

セせ

東と
う

部ぶ

営え
い

農の
う

組く
み

合あ
い

原セ東部営農組合の皆さん

今年も順調に生育している水稲

新しい事への挑戦で地域の農業を絶やさない

設
立
経
過

　

Ｊ
Ａ
や
行
政
の
勧
め
も
あ
り
、
地
域
の

水
稲
農
家
の
農
業
経
営
効
率
化
を
目
的
に

２
０
０
９
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
４
年
前

か
ら
高
宮
文
作
さ
ん
が
代
表
を
務
め
、
地

域
の
稲
作
を
支
え
て
い
ま
す
。

運
営
状
況

　

主
な
メ
ン
バ
ー
は
代
表
の
高
宮
さ
ん
と

13
人
の
農
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

シ
ヒ
カ
リ
や
天
の
つ
ぶ
な
ど
の
食
用
米
と

飼
料
用
米
、
計
17‌

ha
を
共
有
す
る
コ
ン
バ

イ
ン
等
の
農
機
を
活
用
し
栽
培
し
て
い
ま

す
。
組
合
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
仲
良
く
楽
し

く
和
気
あ
い
あ
い
」、
楽
し
い
農
業
を
心

掛
け
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
し
た
新
鮮

野
菜
を
販
売
す
る
直
売
所「
田
舎
の
百
均
」

を
組
合
の
倉
庫
前
に
設
置
し
地
域
住
民
に

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
地
区
の
非
農
家
世
帯
を
対
象

に
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
の
植
え
付
け
や
収
穫
な
ど
の
農
業
体

験
に
取
り
組
み
、
農
業
と
地
域
住
民
の
共

存
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
常
に
新
し
い
視

点
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

営農集団
紹介

管内全域で斑点米カメムシ類が多く発生しています！
適切な防除により、斑点米の発生を防ぎましょう。

　水面施用剤を使用する場合は、穂揃期～乳熟期に湛水状態で散布し、その後多発が予想さ
れる場合は、散布剤により追加防除を行いましょう。
　※�水面施用剤はクモヘリカメムシ等の大型のカメムシに対しては防除効果が劣ることが
あるので、液剤や粉剤を使用しましょう

カメムシ注意報カメムシ注意報

求人情報登録をお願いします ふくしま農業求人サイト　みつかる農しごと

福島県×JAグループ福島で誕生した農業専門の求人サイトです！
求人情報の掲載は無料です！初めての雇用も安心です！求人情報を自分で

登録できます！ 職業紹介所が運営しているの
で、労務管理等で不安なことが
あればアドバイスいたします。

職業紹介所からの「紹介・
あっせん」も、求人者・求職
者ともに無料です！

お好きな時間にご自身で求人情報
を登録することができます。
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営農情報

JAの
農業振興支援事業を活用

取り組み前年対比（％） 販売数量：112％

安達地区
栽培品目・面積

キュウリ生産者
キュウリ　43ａ

JAでは、2億円の予算を確保し、農業振興支援に取り組んでいます。
事業を活用し農業所得が上がった事例を紹介します。

優良事例農業所得
アップ⬆
優良事例

項　　　　　　目 内　　　　　容

活用した支援事業 潅水装置機材等導入拡大支援事業

事業活用前の課題 労力不足により、適期に十分な潅水を出来なかった。

取 り 組 ん だ 方 策 落差式潅水装置を導入し、潅水の省力化を図った。
188,513円のところ、ＪＡ助成により、94,313円で導入。

令和元年実績  販売数量・
販売金額（取組み前） 販売数量：6,701c/s、販売金額：10,517,050円

令和２年実績 販売数量・
販売金額（取組み後） 販売数量：7,557c/s、販売金額：14,209,683円

取り組み後の成果 適期に十分な潅水が出来るようになり、潅水をしながら他の作業が行えるようになった。

農 家 コ メ ン ト 潅水が楽に出来るようになり、今まで潅水作業に回してた時間を収穫や農薬散布に充てられるよ
うになって助かっている。

担当営農指導員
コメント

今回の装置については、水源が確保出来る圃場であれば比較的安価に導入できる為、今後も推進
していきたい。

せり情報

販 売 情 報

和牛せり市場
乳牛せり市場
ワンポイントアドバイス

　牛は、暑さが苦手です。暑さによっ
て、食欲減退による子牛出荷体重の
減少や繁殖牛の受胎率の低下などを
引き起こすので、夏場の管理におい
て大切なのは、牛舎内の風通しと飲
水の確保です。水飲み場やウォー
ターカップの中をきれいにし、新鮮で
冷たい水が飲めるようにして、母牛と
子牛に暑熱ストレスを与えないように
しましょう。
　これからの時期になると、暑さで牛
が熱中症になる場合がありますので、
タオルを水で濡らし、首にかけてあげ
るだけでも熱中症対策になりますの
で、管理には気を付けましょう。

牛舎の換気は大丈夫ですか？

■ＪＡふくしま未来実績（開催日　7月6日・7日）� 単位:円（税込）

性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 76 75 690,448 1,049,400 390,500 295 2,338 287 656,989 33,459
去 99 98 810,083 1,236,400 345,400 284 2,534 284 809,373 710
計 175 173 758,218 1,236,400 758,218 309 2,453 285 732,404 25,814

■福島県家畜市場（開催日　7月6日・7日）� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 316 314 686,901 1,114,300 29,700 295 2,330 287 665,738 21,163
去 414 413 801,772 1,333,200 248,600 319 2,514 282 806,787 -5,015
計 730 727 752,158 1,333,200 29,700 309 2,438 284 742,899 9,259

■乳牛せり市場（開催日　7月21日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登 録 牛 - - - - - - 318,634 -
妊 娠 牛 - - - - - - 658,900 -
Ｅ Ｔ 和 雌 5 451,220 554,400 327,800 95 4,740 576,400 -125,180
Ｅ Ｔ 和 雄 5 496,980 650,100 33,000 94 5,310 660,000 -163,020
乳　 雄　 牛 14 108,822 168,300 27,500 66 1,658 149,600 -40,778
F1雌（スモール） 28 250,997 342,100 119,900 74 3,408 227,849 23,148
F1雄（スモール） 40 279,648 374,000 71,500 81 3,458 261,271 14,241

お問い合わせ 労災保険の詳しい内容につきましては、JAふくしま未来農業振興課または、担い手渉外担当者までお問い合せください。

【 雇用労働者の保険料 】
　　　　雇用者に支払う年間賃金総額（予定）に 13/1000 を乗じた額
　　　　（例）　雇用者３名で給料の年間支払額が 80万円の場合
　　　　　　　80万円×13／ 1,000＝　10,400 円　←年間の保険料です！
　　　※ＪＡの労働保険事務組合の年会費として 3,000 円ご負担頂きます。

雇用農業者の方必見！　

事業主に補償責任が発生し、経営上大きな負担に！

ＪＡふくしま未来で発生した労働者の事故事例
①左足骨折：リンゴの摘果作業中、脚立から転落し左足を負傷
②両膝骨折：小菊の出荷調整作業中、両手で小菊を抱えた状態でつまずき膝を地面に強打し受傷
③外傷性くも膜下出血：作業小屋の屋根の修理をしようとしたところ足を滑らせ転落負傷
＊半年近く休業する大きな事故もありました（労災で休業補償請求済）

★農業経営におけるリスク管理として労働者のみ労災保険加入（一般加入）
　万が一、雇用労働者が怪我をした場合、災害補償責任は事業主に残ります。
　労働基準法に定められた額を補償しなければなりません。

ただし、雇用労働者を労災保険に加入させていれば使用者は補償の責を免れることができます！

★法人経営主、個人経営主で労働者が５名を超える場合は強制加入となります。

繁忙期に毎日、働きにきてくれ
る人がケガをしたから心配し
たよ。病院・薬局代の補償だ
けでもありがたいと思ったけ
ど、働くことができない期間の
補償もあったからよかった。

自分や家族はＪＡ共済に
入っているからいいもの
の労働者がケガをした時
の補償は大変だ。

農業者は３つの区分での特別加入をすることができます。

特定農作業従事者　　　：特定の農作業における業務災害を補償
指定農業機械作業従事者：一定の機械を使う作業のみ補償
中小事業主等　　　　　：労働者を使用している場合、農作業全般を補償

労災保険は、本来労働者のための制度ですが、事故の多い農業分野では、農業経営主や
その家族等が特別に労災保険に加入する事が認められています。
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二
本
松
市
遠
山
で
農
業
を
営
む
川

口
美
奈
子
と
申
し
ま
す
。
７
年
前
に

キ
ュ
ウ
リ
の
定
植
を
お
手
伝
い
し
た

時
、
作
物
を
育
て
る
こ
と
に
興
味
が

湧
い
て
２
０
１
６
年
に
就
農
し
ま
し

た
。
現
在
は
農
作
業
の
た
め
に
、
ほ

場
に
近
い
実
家
で
両
親
と
夫
、
社
会

人
の
息
子
と
共
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
休
耕
地
、
約
50
ａ
を
活
用
し

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
を
年
間
約
30
ｔ
栽
培

し
て
い
て
、
収
穫
ピ
ー
ク
時
に
は
季

節
雇
用
者
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
全

て
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
周
り
が
農
家
と
い
う
環
境
で
育
っ
た

の
で
幼
い
頃
か
ら
農
業
は
身
近
な
存
在

で
し
た
。
農
業
を
職
業
と
し
て
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
、
や
っ
て
み
た
農
作
業
が
純

粋
に
「
楽
し
い
」
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
農
家
の
仕
事
は
楽
で
は
な
い
で
す
し
、

も
ち
ろ
ん
疲
れ
は
あ
り
ま
す
。で
も
、キ
ュ

ウ
リ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
を
見
た
時
や
、
県
外
の
消
費
者

か
ら
「
お
い
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
い
た

時
に
感
じ
る
達
成
感
が
私
の
力
と
な
っ

て
動
か
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。ス

ト
レ
ス
も
無
い
で
す
し
栽
培
技
術
が

年
々
上
達
し
て
い
く
の
が
楽
し
く
て
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
！

　
二
本
松
市
で
は
今
年
、
キ
ュ
ウ
リ
の
機

械
共
選
施
設
が
稼
働
し
ま
し
た
。
今
ま

で
時
間
を
か
け
て
や
っ
て
い
た
選
果
作
業

が
無
く
な
っ
て
労
力
が
大
幅
に
軽
減
さ

れ
、
栽
培
管
理
に
多
く
の
時
間
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農

作
物
は
手
を
か
け
た
ら
か
け
た
分
立
派

に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。
高
品
質
で
も
っ
と

美
味
し
い
キ
ュ
ウ
リ
を
沢
山
の
消
費
者

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
楽

し
く
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
を
は
じ
め
、
こ
の
地

域
に
は
農
業
の
プ
ロ
で
あ
る
先
輩
農
家

が
多
く
、
栽
培
に
関
す
る
指
導
を
受
け

た
り
直
接
質
問
し
た
り
、
人
と
環
境
に

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
た
ち
が
農
家
を
目
指
し
た
く

な
る
よ
う
な
楽
し
く
魅
力
あ
る
農
業
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
新
規
就
農
者
の
確

保
に
力
を
入
れ
る
と
同
時
に
、
先
輩
農

家
と
の
共
存
共
栄
に
よ
る
栽
培
技
術
の

継
承
な
ど
、
恵
ま
れ
た
地
域
の
魅
力
も

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
夏

秋
キ
ュ
ウ
リ
一
大
産
地
の
キ
ュ
ウ
リ
農

家
と
し
て
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
本
気
で

キ
ュ
ウ
リ
を
育
て
て
い
き
ま
す
！

プロフィール

農
業
の
楽
し
さ
に
惹
か
れ

自
ら
農
業
女
子
の
道
へ

今
後
の
目
標

「
農
業
」
と
い
う
職
業
を

「
楽
し
む
」

二本松市遠山

川口　美奈子さん（40歳）

かわぐち　　    み　な　こ

▲沢山のキュウリが収穫を待つ ▲キュウリを軽トラックに積み込む

▲ピンクの幌は特注品

▲丹精込めて育てたキュウリを収穫する美奈子さん

▲管理が行き届いたほ場

農業で活躍する
女性を紹介

農業
女子

のうぎょうじょし

06
vol.

農業は楽しい

ストレスを感じない最高の仕事
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加藤 洋子さん（二本松市）松本 勢子さん（二本松市）野田 好子さん（伊達市保原町）

今村 久子さん（伊達市保原町） 山田 ひで子さん（伊達市保原町）橘 美知子さん（伊達市梁川町）五賀 友子さん（南相馬市鹿島区）

桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）曳地 美雪さん（伊達市梁川町）今野 廣子さん（南相馬市鹿島区）佐藤 久子さん（二本松市）佐藤 静子さん（伊達市保原町）

佐藤 ヨシさん（二本松市）清野 カツ子さん（伊達市保原町）

鈴木 栄子さん（伊達市保原町）鈴木 恵美子さん（伊達市保原町）

鈴木 美江子さん（伊達市梁川町）宍戸 フミさん（桑折町）

清野 八智子さん（伊達市保原町）但野 ヨオ子さん（南相馬市鹿島区）鈴木 キミエさん（伊達市梁川町）

（順不同）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

作品募集中
絵手紙、短歌、俳句、川柳の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキまたは封書にて、お送りく
ださい。また、「みらいろ」を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。
応募締切は8月23日（月）必着です。

短歌、俳句、川柳にご応募の方は、作品の種類をご明記ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東1-1

JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

ご応募いただいた作品は、JAの農産物直売所で掲示
させていただきますので、あらかじめご了承ください。

短
歌

昔
日
の
面
影
な
く
し
父
の
顔

哀
し
み
う
つ
し
只
生
き
る
だ
け

横
山 

菊
子
さ
ん
（
飯
舘
村
）

熱
中
症
注
意
の
テ
ロッ
プ
流
れ
ゆ
く

駅
前
通
り
ふ
う
と
汗
拭
く

小
田 

慶
喜
さ
ん
（
明
石
市
）

演
習
に
フ
ラ
ン
ス
軍
が
九
州
に

幕
末
以
来
フ
ラ
ン
ス
の
旗
が

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

炎
天
を
避
け
て
早
朝
畑
仕
事

家
庭
菜
園
旬
を
味
わ
う

大
堀 

ス
サ
子
さ
ん
（
新
地
町
）

う
だ
る
夏
喉
元
過
ぎ
し
忘
れ
た
る

う
っ
と
う
し
い
と
嘆
き
し
梅
雨
を

西
戸 

妙
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

大
相
撲
、
和
服
の
似
合
う
御
婦
人
が

き
ょ
う
も
居
る
か
と
画
面
を
の
ぞ
く

佐
久
間 

喜
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

青
天
や
野
菜
伸
び
伸
び
深
呼
吸

畑
輝
く
鈴
鳴
り
ト
マ
ト

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

車
椅
子
夫
の
愛
車
で一
休
み

水
分
補
給
で
鋭
気
養
う

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

亡
き
父
母
の
耕
や
し
田
畑
草
繁
り

つ
が
い
の
キ
ジ
の
住
み
か
と
今
は

田
中 

里
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

庭
に
咲
く
蛍
の
灯
り
舞
い
降
り
る

カ
ラ
オ
ケ
歌
う
我
を
照
ら
し
て

平
田 

一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

終
戦
の
年
の
八
月
逝
き
し
叔
母

真
赤
な
ト
マ
ト
の
初
生
り
供
う

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

迎
え
火
で
黒
蝶
に
な
っ
て
「
た
だ
い
ま
」
と

微
か
に
聞
え
る
吾
子
の
声

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

父
亡
き
後
見
よ
う
見
ま
ね
で
ナ
ス
、ト
マ
ト

仏
に
供
え
し
卓
に
並
べ
し
ご
満
悦

佐
原 

靜
枝
さ
ん
（
相
馬
市
）

ワ
ク
チ
ン
も
二
回
目
終
え
て
ひ
と
休
み

そ
ろ
そ
ろ
親
の
盆
柵
飾
り

佐
藤 

弘
美
さ
ん
（
福
島
市
）

コ
ロ
ナ
禍
に
窓
を
見
上
ぐ
る
人
の
い
て

あ
の
病
室
に
母
い
る
と
言
う

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

俳
句

世
の
中
を
嵐
つ
づ
け
る
コ
ロ
ナ
た
ち

鈴
木 

記
代
さ
ん
（
大
玉
村
）

二
刀
流
今
日
も
笑
顔
の
花
が
咲
く

加
藤 

よ
う
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

凌
霄
の
水
面
に
落
ち
し
花
筏

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

豊
か
な
る
清
水
の
里
の
鹿
狼
山

永
倉 

重
子
さ
ん
（
福
島
市
）

夏
空
や
丘
に一
面
ネ
モ
フ
ィ
ラ

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

つ
ゆ
空
に
の
ぞ
く
太
陽
元
気
に
な
る

前
原 

ゆ
う
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

た
ち
葵
雨
に
打
た
れ
て
乱
れ
咲
き

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

散
歩
道
自
然
を
愛
し
初
夏
の
風

吉
田 

ユ
キ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

ワ
ク
チ
ン
で
コ
ロ
ナ
と
早
く
縁
を
切
る

鈴
木 

恵
美
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

一
年
生
元
気
いっ
ぱ
い
入
学
す

中
野 

里
桜
花
さ
ん
（
相
馬
市
）

争
奪
戦
鳥
と
ババ
と
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

孫
を
連
れ
く
る
ぶ
し
ま
で
の
海
開
き

小
田 

和
子
さ
ん
（
明
石
市
）

ア
ン
テ
ナ
に
子
つ
ば
め
並
び
親
を
待
つ

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

梅
雨
晴
間
あ
れ
も
こ
れ
も
と
気
が
さ
わ
ぐ

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

扇
風
機
涼
風
送
る
首
振
り
て

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

そ
よ
ぐ
風
夏
う
ぐ
い
す
の
声
わ
た
る

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

川
柳

浜
風
で
旨
さ
引
き
立
つ
磯
の
味

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

霊
山
の
岩
肌
に
魅
せ
ら
れ
ア
ウ
ト
ド
ア

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

乳
母
車
ひ
孫
と
散
歩
軽
や
か
に

今
井 

知
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

古
い
友
に
先
き
だ
た
れ
て
の
た
め
息
よ

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

五
輪
よ
り
県
民
守
る
無
観
客

草
野 

小
心
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

天
災
は
爪
あ
と
の
こ
し
梅
雨
明
け
る

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

一
年
中
終
わ
り
な
い
テ
ー
マ
草
む
し
り

寿 

善
美
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

い
い
夫
婦
と
は
悪
夫
婦
の
反
対
や

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

一
秒
で一日
の
仕
事
相
撲
あ
り

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

五
輪
折
れ
ず
に
開
く
万
万
や

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

津
波
来
て
夫
婦
手
離
れ
妻
は
亡
く

藤
原 

和
江
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

仙
の
台
誇
る
市
花
咲
き
萩
の
ム
ー
ン

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

錠
空
け
は
少
し
持
ち
上
げ
ま
わ
し
空
く

岡
田 

と
し
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

病
院
で
呼
ば
れ
て
名
前
三
人
も

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

五
輪
向
け
一
帯
一
路
つい
に
浮
か
ぶ

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

公
務
員
止
め
て
自
宅
で
汗
二
倍

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

会
社
行
き
ウ
ワ
サ
拾
っ
て
帰
る
日
々

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

泥
流
が
家
を
持
ち
上
げ
の
み
込
ん
だ

遠
藤 

ゆ
う
こ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

夏
野
菜
今
日
も
ほ
う
さ
く
あ
り
が
た
や

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

夏
休
み
孫
と
水
風
船
で
遊
ぶ

清
水 

里
子
さ
ん
（
相
馬
市
）

ワ
ク
チ
ン
後
は
自
立
し
た
巣
ご
も
り
人
生

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）
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野田支店
渡辺 純一さん、
　　 美穂さんのお子さん

陽
はる

翔
と

くん（2歳）

相馬中村総合支店
持舘 孝勝さん、
　  マサ子さんのひ孫さん

大田支店
斎藤 　賢さん、
　　 和賀さんのお子さん

本宮支店
渡辺 秀仁さん、
　　 美鈴さんのお子さん

仲良く元気に
育ってね♪

子供達の未来が
笑顔であふれますように

彩
あや

乃
の

ちゃん（1歳）

太田 怜
れ

臣
おん

くん（4ヶ月）

齋藤 卯
う

依
い

ちゃん（6ヶ月）

我が家のおてんば娘。
毎日イタズラをしながら、
元気にすくすくと育って

います。

元気で優しい子に
育ってね

和
かず

紗
さ

ちゃん（8ヶ月） 智
とも

温
はる

くん（3歳）

創造的自己改革へのさらなる挑戦 !!　みなさまの評価・応援が私たちの力になります！力

福島大学
学生日記

　こんにちは。食農学類2年の八巻大夢です。
　福島大学では次世代の農業を多く学ぶことができます。農業経営、6 次産業化、
スマート農業など多岐にわたる講義があり、2年生後期には専門的により深く学ぶ
ために 4 つのコースにわかれます。僕は農業経営学コースに進み福島県に適した
魅力ある農業について研究していきたいです。
　現在、営農者の後継者不足が深刻と言われています。きつい、儲からないといっ
た負のイメージから、若者が営農を避けるのだと耳にします。しかし、実際の農業
の現場では少し状況が違うようです。労働環境が
整った法人経営や機械化によって効率化を実現
した営農、6 次化産業を取り入れ、独自の販売経
路を確保した経営など次世代の農業を行ってい
る若い経営者が増えています。それらの経営は儲
かる農業、魅力ある農業となっています。
　僕は将来、生まれ故郷の福島県国見町で家業
を継ぎ、大学で学んだことを活かしながら米と桃
を栽培し、地域に貢献したいです。自分自身が楽
しんで農業経営を行い、それを見て同世代の若者
が農業をしたいと思ってもらえるような未来が福
島県に訪れればいいなと思います。

農業の現場で学ぶ
vol.06

創造的自己改革実践中!! vol.41

Instagram

　拠店、施設再編（機能再編・統合）にかかる取り組みとして、９月１日（水）から下記の支店等において隔日営業を開始い
たします。隔日営業は週２日の営業日設定となりますので、ご利用の皆さまにおかれましては、母店のご利用を含めご対応
いただきますようご理解・ご協力をお願いいたします。
※茂庭支店・山木屋支店は8月14日（土）に母店と統合し、店舗コードが変更されます。

隔日営業店舗がスタートします。

魅力ある農業とは･･･

次世代の農業を学びに大学へ

食農学類2年

八巻 大夢（やまき ひろむ）

＠学鴇会
（がくほうかい）

SNSで
活動状況を
随時発信！

店舗名

茂庭出張所

山木屋出張所

小坂支店

大枝支店

小国支店

小手支店

白根支店

東大枝支店

（月・木）

（月・木）

（月・木）

（火・金）

（月・木）

（火・金）

（火・金）

（月・木）

飯坂東支店

9：00
～

15：00

川俣支店

国見
総合支店

霊山掛田
総合支店

梁川
総合支店

営業日 母　　店 営業時間 店舗スタイル 業務内容等

母店から３名派遣
して隔日営業する
店舗。

週２日ずつ交互に
母店から担当者
を派遣して隔日営
業する店舗。

貯金受払（税金含む）に限定
した出張所業務となります。

融資は母店に業務移管。
為替を含む貯金業務につい
ては従来どおり対応します。
共済業務は受付のみで、
取次ぎにより事務処理は母
店で対応します。
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の販売が現在急増しています。
「自動ラップ式ポータブルトイレ
ラップポン」
　リモコン操作だけで、専用フィ
ルムの中の排泄物を熱圧着し完
全密閉。

自動ラップ式用ポータブルトイレのご紹介

JAふくしま未来介護レンタルステーション
024-538-1123

JAの介護福祉事業

　在宅介護では大きな悩みとして排泄の問題があります。
　トイレまで行けないとポータブルトイレを利用するので
すが、従来の汚物バケツタイプの場合、臭いや汚物処理の
手間や衛生上の管理では家族の介護力に大きな負担がか
かっていました。
　また、家族の介護力が期待できない老々介護や独居の
利用者様の場合は、訪問介護のペルパーさんの力を借り
ないと在宅生活が成り立ちません。
　このような事例が介護現場では多くなってきています。
　そうした悩みを一変できる画期的なポータブルトイレ

動作状態を音声で案内してくれ、ラップ完了時間もデジ
タル表示。処理が完了したら、袋をゴミ箱に入れ、オム
ツと同じように燃えるゴミに出せます。

　消耗品は60回利用できる専用フィルムカセットと凝
固剤がセットで3,300円。１回あたり55円。
本体は、介護保険対象商品で自己負担は約１万円（１割負担の場合）

お問い合わせ

喜ばれて

います

さらに協力店を知りたい場合は、各直売所に置いてある「協力店ガイド」をご覧ください。

みらいろポイントカード協力店で

ここではみらいろポイントカードを提示することで、サービスが受けられるお店を紹介します。

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

クトオ なサービスを受けよう！
みらいろ

ポイントカード
協力店紹介

二本松農園直営居酒屋
「たくの実」
家庭的雰囲気で、福島の地酒や料理を
味わえます。

サービス内容

ドリンク１杯サービス

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市置賜町4-6
17：00～ 23：00
日曜日
024-522-5234

㈱フルーツのいとう園
福島のおくりもの　いとう園の太陽を
いっぱい浴び、きれいな水と空気を吸っ
た福島の自然をご賞味ください。

サービス内容

季節のくだもの等サービス

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市飯坂町東湯野字上岡14
9：00～ 16：00
土曜日・日曜日
024-563-5512

菊田透果樹園
さくらんぼ、桃、りんご、家族全員とお手
伝いの方々と一生懸命お手入れをして
おります。

サービス内容

お買い上げ代金の5％割引
※他の会員証特典との併用は
できません

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市飯坂町湯野字彦内13-2
10：00～ 18：00
無休（６月～12月）※予約は必須
024-542-1787

クリーニング佳（kei)本店
シミ抜きなら、お任せください。

サービス内容

会員様割引（10％OFF）＋5％
OFF、入会金（200円＋税）無料

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市南矢野目字高畑20-2
8：00～ 19：30
水曜日
024-557-2418

養老乃瀧　保原店
テーブル・掘りごたつ式座敷等、様々な
お席をご用意しております。

サービス内容

お会計から5％割引
※他の割引との併用不可

伊達市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

伊達市保原町字城ノ内12-4
16：30～ 24：00（ＬＯ23：00）
年末年始　12/31・1/1
024-575-4685

菊地果樹園
さくらんぼ、もも、なし、りんごを生産販
売しています。また、産地直送承ります。

サービス内容

特典あり

大玉村

住　　所
営業時間

定 休 日
T E L

大玉村大山字石位2-1
  9：00～ 12：00
13：00～ 17：00
不定休
0243-48-2287

パソコン教室わかるとできる
ベイシア二本松校
趣味でパソコンを使いたい！仕事で必要に
なってしまった！転職の為に資格が取りたい！
当教室はそんな皆様の目的に合わせた学習を
行うことができる身近なパソコン教室です♪

サービス内容

入会時、テキスト1冊プレゼ
ント

二本松市

住　　所
営業時間

定 休 日
T E L

二本松市油井字福岡140
10：00～ 17：00
火・木は20：00まで
月曜日
0243-24-8808

㈲エフワンオートサービス
車検、一般整備、新車中古車販売、鈑金
塗装、24時間ロードサービス

サービス内容

粗品進呈、ロードサービス有
料分の5％割引

二本松市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

二本松市東裏112-2
9：00～ 18：00
日曜日・祝日
0243-22-2999

理容　わたなべ
カット・カラーリング・パーマ・白髪ぼか
し・レディースシェービング等すべて承っ
ております。お気軽にご来店ください。

サービス内容

粗品進呈

新地町

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

新地町小川字長谷地3-1
8：30～ 18：00
木曜日 ・ 第1・3水曜日
0244-62-3196

Honda Cars 相馬
相馬店
地域№１低価格車検を目指しています。

サービス内容

車検最大27,000円割引

相馬市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

相馬市中村字川沼197
9：00～ 18：00
火曜日・第２水曜日
0244-36-6291
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お
知
ら
せ

「減災」「交流促進」「震災アーカイブ」機能をテーマに子供か
ら大人まで楽しめる防災緑地公園です。近くには海や温泉があ
り、多くの遊具と自然の中楽しむ事が出来ます。

釣師防災緑地公園から見る新地町
そうま地区（新地町）

ドローンで見る
ふくしま未来06

https://www.ja-f-mirai.or.jp/link/?drone

ホームページで動画もご覧いただけます。

検 索JAふくしま未来 ドローン動画集

9月25日（土） 第1組目9：00スタート
パーシモンカントリークラブ （伊達市霊山町）℡ 024-586-1100
14,000円
＜参加費：2,000円、プレー代：12,000円(セルフ料金・税込・昼食代1,000円分込)＞
　※キャディーフィーは別途（3，850円）
コロナウィルス感染拡大防止の観点からハーフコンペとし表彰式は行いません。
前半9ホールのスコアを基にWぺリア方式でハンディを算出し、順位を決めます。
ＪＡふくしま未来伊達地区管内に居住または、管内の事業所に勤務する者で、ＪＡ
事業利用者
ＪＡ各支店（伊達地区管内）または、伊達地区本部地域支援課
30組×4名＝120名
令和3年8月27日(金)まで
伊達地区地域支援課 ℡ 024-575-0100

第6回 伊達地区組合長杯ゴルフ大会伊達地区組合長杯ゴルフ大会

※コロナウイルス感染拡大の状況によっては、
中止する場合があります。

コンビニATM利用手数料の無料化廃止と
新たな「お客様優遇サービス」開始のお知らせ

　コンビニATMの利用手数料につきましては、2021年10月より下記のとおり見直しさせていただくこと
にいたしましたのでお知らせいたします。
　なお、県内外のJAバンクATMについては、引き続き無料でご利用いただけます。また、今般のコンビ
ニATM利用手数料の有料化にあわせまして、お客様のお取引に応じた新たな「お

（※1）

客様優遇サービス」を
開始させていただきますので、併せてお知らせいたします。

�※1 �「お客様優遇サービス」については、右記のQRコードから検索ください。� �
なお、詳しくは、ご利用のＪＡ窓口にお問い合わせいただくか、当JAホームページをご覧ください。

JAバンクのキャッシュカードをコンビニ等ATMでご利用する場合の入出金手数料
利用時間 見直し前

（2021年9月30日まで）
見直し後

（2021年10月1日から）

平日 8：45～18：00 無料 110 円
土曜 9：00～14：00 無料 110 円

上記以外(休日・1/2を含む) 110円 220 円
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官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 ⑤年齢 
⑥職業 ⑦電話番号 ⑧JAや広報誌に関するご意見、ご要望、地域の
話題等を記入の上、上記の宛先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」 係

記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

クロスワードパズルク ス ー パ ル

正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせて
いただきます。

宛 先

応募
方法

理 事 会 報 告JAふくしま未来の概要

編 集 後 記

1　中東の国の一つ。首都はバグダッド
3　台風に備えて閉めておこうかな
6　すしのしゃりにのせます
7　9月の第3月曜日は̶̶の日。
  　国民の日です
8　難しくありません
10 町火消しが火事場で振った物
14 草木も眠る̶̶時
16 夕方「カナカナカナ……」と鳴くセミ
18 ハウスみかんの生産量が
　   日本一の県
19 鼻からあごまでを覆うように
      着けます
20 十五夜に楽しむもの　

1　米の収穫作業の一つ。手で行うと
きは鎌を使います

2　家具などに使う籐（とう）のこと
3　アルファベットの9番目
4　フランス語で栗のこと
5　1位が金、2位が銀なら3位は
7　阿倍仲麻呂や吉備真備などがこの
役を果たしました

9　鉄砲に込める物
11 チョキがはさみならグーは
12 ボール紙のことをこう呼ぶことも
13 釣りに使う透明な糸
15 宗谷、室戸、足摺といえば
16 何もすることがない状態です
17 喜・怒・哀・̶ ̶　

2　□□□□□

応募締切

8月25日水
（必着）

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

A B C ED
リ ツ シ ユ ウ

先月号の答え

⬇タテのカギ➡ヨコのカギ

■ 協議事項 ■

議案第１号　余裕金運用規程の一部変更について

議案第２号　未利用口座管理手数料の新設について

議案第３号　ディスクロージャー誌2021の作成について

議案第４号　巡回バス「しあわせ号」運行に関する健康管理助
成について

議案第５号　ペーパーレス会議導入について

議案第６号　金融共済系店舗の効率化運営に伴う「昼休み導入」
について

議案第７号　令和3年度理事報酬について

議案第８号　令和3年度夏季賞与の支給について

議案第９号　資産査定規程等の一部改正について

議案第10号　令和2年度決算監事監査回答書（案）について

　５月に息子が産まれて３ヶ月が経ちました。笑
顔泣顔色んな表情や、突然の大きなオナラで家
族を楽しませてくれます。毎日パワーをもらって、
今まで以上に皆さんに楽しんでいただける広報
誌づくりに励みます。父ちゃんガンバっと!! （優）

第５回
理事会

日時 ／ 令和3年6月30日（水）
場所 ／ ＪＡ福島ビル10階　1001会議室

組　合　員　数　（正）
　　　〃　　　　（准）
役　　員　　数　理事
　　　〃　　　　監事
職　　員　　数
准　職　員　数
出　　資　　金

事 業 実 績
購 買 品 供 給 高
販 売 品 販 売 高
貯 　 金 　 高
貸   付   金   高
長 期 共 済 保 有 高

45,654人
48,702人

53人
8人

1,181人
286人

16,312百万円

令和3年6月末現在

4,100百万円
5,310百万円

761,782百万円
200,648百万円

2,495,205百万円

園芸研究家●成松次郎

家庭菜園のススメ家庭菜園のススメ
野 菜 を つ く ろ う ！

植え付け 2 週間前までに、1㎡当たり苦土石灰
200gを施して土に混ぜておき、1 週間前に化成肥
料（NPK各成分10%）100g と完熟堆肥を 2kg 施
します。その後、幅 70～100cmの畝（ベッド）
を作り、穴の間隔が 15cm 程度の黒マルチフィル
ムを張ります（図1）。

成長が再開する翌春 2 月と 3 月に 1㎡当たり化成
肥料50g程度を追肥しますが、マルチ栽培では所々
穴を開けておきます。とう立ちしてつぼみが付い
たら、球の肥大に影響があるため花蕾を早めに摘
み取ります。畑の乾燥に弱いため、特に春先から
の灌水が必要です。

初夏になり、葉が半分くらい枯れたら、晴天日に
抜き取って根を切り落とし、畑で 2～3 日乾かし
ます（図5）。その後、茎を30cmほど残して切り
取り、10 球程度を束ねて風通しの良い軒先などに
つるします（図 6）。

芽出し後に 1 株から 2 芽以
上出たときは、生育の良い
1 芽を残して、手で早めに
かき取ります（図 4）。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

温暖地向きでは「平戸」「嘉定」「上海」など、「ニュー
ホワイト六片」は寒冷地から弱暖地にも向く品種
です。

　中央アジア原産と推定されるヒガンバナ科の多年生草本で、生育適温は 15～20度、暑さに弱く、寒さには
比較的強い野菜です。栽培は秋に種球を植え付け、初夏に収穫します。
　強い香りの成分は硫化アリルで、体内で豊富に含むビタミンB1と結合すると疲労回復効果があります。

ＪＡの営農担当者監修のもと、「これから野菜をつくってみたい！」
と考えているみなさんに役立つ情報をお届けします♪
第6回は、「ニンニク～適期に植え付け、追肥と灌水を行う～」です。

９月上旬ごろに休眠が明けてくるので、種球を小片
（鱗片：りんぺん）にばらし（図2）、寒冷地では 9 月
中旬～10 月上旬、温暖地では 9 月下旬～10 月中旬
に植え付けます。小片頂部を上にマルチ穴（15cm
間隔）に深さ5cm程度に浅く植えます（図3）。
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今月の
直売所
出荷者
さん

福島市丸子

中 村 　 謙 一 さん（66）

　多品種少量生産で農業を行う中村さん。ナス、空
心菜、ネギ、ダイコン、ホウレンソウなど20品目ほど
を栽培してJA の農産物直売所などに出荷しています。
　中村さんは品質はもちろん、新しいものや珍しいも
のなど、直売所に訪れるお客さんに喜んでもらえるよ
うな作物を作ることを心掛けています。また、いろい

ろな野菜で一般的な色の他に変わった色のものを混
ぜてセットで販売することで、興味を持ってもらうよう
な工夫を凝らしています。毎年違う品種を作ることを
心掛けていて、現在50品種以上を栽培しています。
　丹精込めて作った作物を買って、喜んでもらえるこ
とが何よりのやりがいです。

共通イベント情報 8月10日（火）～8月15日（日）お盆花市
８月31日（火）は棚卸のため、14時閉店となります。

土日 8月15日（日）、16日（月）
お米の日

８月17日（火）、27日（金）
納豆の日 ８月28日（土）、29日（日）

野菜まつり
こらんしょ市の日

8月29日（日）～31日（火）
月末の市 毎週金・土・日

旬の味覚の特売

ここら全店 みらい百彩館
　　　んめ～べ

こらんしょ市
二本松店・本宮店

ふれあい旬のひろば
　　　  ・旬のひろば
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